































































































































































労働者大闘争から 1997 年までの 10 年間、韓国の労働政治は「1987 年労働体制」と呼びうる独特な






































































































































































































































































































































































１）　 ［訳注］全泰壱（1948 年～ 1970 年）は大邱生まれの労働運動家。17歳でソウル平和市場の衣類製造労働者に
なり、1969 年に同僚の裁断師たちとともに「パーボー会」を組織し、平和市場の労働条件の実態を調査し労働
庁とソウル特別市に労働条件の改善を要求する陳情書を提出したが黙殺され、労働者たちを扇動したという理







































闘争に相当する。また、1996 年に政府内改革派が主導した労使関係改革委員会の合意政治が 6・29 政治宣言
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